
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 秋の見学会 

性海寺・住吉神社を訪ねる 

西神ニュータウン研究会・第２６２回例会 

 

神戸を代表する古刹の一つ 

再建工事中の性海寺を訪ねます。 

そのあと住吉神社まで歩いて 

秋の例大祭を楽しみます。 

西神ニュータウン研究会   https://seishin-ntken.net 

日    時  ２０２６年１０月１１日（日）  小雨決行とします 

          午前９時４５分～午後２時半頃 

集合時間  午前９時４５分 

集合場所  市営地下鉄西神中央駅 駅前 

１０時１５分に、性海寺に来られても結構です。 

行   程  右記をご覧ください 

解   散  住吉神社 （12時頃の到着後 解散。） 

そのあと、祭をお楽しみください。  

参 加 費  無 料（バス代は各自負担してください） 

主   催  西神ニュータウン研究会 

        当日連絡先：笹原 電話 ０９０-５６４８-３５６９ 

申し込みは不要です。 当日、集合場所にお越しください。 

直接、10：15に、性海寺に来られても結構です。 

【行程】 徒歩約 1.5ｋｍ 

①  西神中央駅  集合 

②  バスにて性海寺へ 

③  性海寺 外観見学 

⇩道中､福智院・龍華院・ 

仁王門を見ながら 

⇩（約 1.5ｋｍ） 

④  住吉神社へ 

ここで自由解散。 

⑤  例大祭 見学 １２時から 

 

 

性海寺 

住吉神社 

仁王門 

!!!prefix!!!_https%3A%2F%2Fseishin-ntken.net


【服装等について】 

・当日は歩きやすい服装や履物でご参加ください。 

   雨具・帽子・飲み物等もご用意ください。 

・車や足元等、安全には十分ご留意ください。                              

【雨天時】 

   小雨決行します。（荒天時は中止） 

【交通機関等】 

集合…市営地下鉄西神中央駅 出入口周辺 午前９時45分 
   西神中央駅前から、神姫バスに乗り、性海寺に行きます。 

   バス 西神中央駅前 10:00発 12系統・Ｄ乗り場 性海寺前下車 

帰路  バス停「細田住吉前」から乗車。 13～16分ほどで西神中央駅前に到着 

   時刻表  13:03 13:21 13:33 14:03 14:21 14:33 15:03 15:21 15:33 16:01  

バスの時刻は、変更される場合があります。事前にお確かめください。 

【見どころ】         

① 高和山性海寺  高野山真言宗  播磨国西國三十三箇所第25番  神戸十三仏霊場第5番 

・天平２年（730年）僧行基により開設されたと伝わっている。 

  ・「播磨国司庁宣案」（性海寺文書）には如幻上人の建立、と記されている。1196年には存在していた。 

・天正7年（1579年）羽柴秀吉の三木城攻略の際、焼き討ちに遇い全山焼失し、荘園や領地を没収された。 

・徳川家光より慶安元年（1648年）本堂・阿弥陀堂等再建の御朱印を賜るなど、復興していった。 

・明治の初めには24か寺の塔頭寺院が存在したが、廃仏毀釈により大半の寺院がなくなり、今は2か寺のみ。 

・一体は、「性海寺及びその周辺」文化環境保存区域に指定され、環境が守られている。 

・本堂  かつては、正面5間の寄棟造。万治2年（1659年）建築棟札。 

2022年11月に本尊とともに焼失。現在再建工事中。 

・八幡神社本殿  神戸市有形文化財 

小規模な三間社流造本殿。小規模ながらも庇も三間とし、身舎側面は二間として内部にも柱を立て、身舎内を内

陣、外陣に分けれています。絵様の様式から17世紀末頃の建立と推定されています。（神戸市HP） 

  ・性海寺鐘楼・性海寺土蔵  江戸時代の建築 

② 福智院 

・天正 7 年(1579 年)秀吉の三木の別所攻めの際、兵火によって客殿を焼失、寛政 5 年(1793 年)10 月、智月上

人によって再建された。（「たかわの名所」）   庫裡・薬医門・土蔵は江戸時代の建築。 

③ 龍華院 

・福智院と同様にして焼失、天宝元年(1830年)4月中興源昌上人によって再建された。 

・庫裡は、明治時代の建築で茅葺屋根が特徴。  土塀・土蔵は、江戸時代の築造とされている。 

④ 性海寺仁王門 

・江戸時代の建築。 

・「播磨鑑」によれば、仁王像は神出佛師の作。神出仏師とは、神出に住まいした仏師厚木民部のことで、福智院の

不動明王立像・性海寺の鬼面（いずれも寛文8年（1668年）作）も作っている。 

⑤ 住吉神社 

・神社は天平勝宝６年（754 年）、摂津の国住吉神社の社家、津守連（つもりのむらじ）が 楯神・鉾神と共に宮山

『今の元住吉山』に勧請したのがはじまりと伝えられている。 

・その後、永禄２年（1559年）の６月２９日に現在の宮地に移遷した。 

・天正7年(1579年)秀吉の三木の別所攻めの際、兵火によってすべての客殿を焼失したが、 正保４年（1647年）

８月に四別棟を再建し、享保19年（1734年）の４月本殿が建立された。 

・御祭神は、底筒男命（そこつつのおのみこと）、中筒男命（なかつつのおのみこと）、表筒男命（うはつつのおのみ

こと）、気長足姫命（おきながたらしひめのみこと）。気長足姫命は神功皇后。 

・4社とも軒唐破風付一間社春日造で中央の2社と両端の2社がそれぞれ同じ形式の建物。この地方で4棟の本殿

を並立する形式は珍しく、正面に軒破風をつけているのも注目。 

・当日は、例祭の神事を斎行し、ふとん太鼓、獅子舞、餅まきの後、神幸祭・神賑行事渡御が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


